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研究成果の概要（和文）：　本研究は、放送文化に関する各種アーカイブズを基礎資料と捉え、テレビ番組およびテレ
ビＣＭ分析をも統合する研究視点を確立することを目的として展開された。成果として、(1)テレビ文化の総合性を反
映したアーカイブズを構築した。(2)それらを基礎資料として、テレビ番組研究とＣＭ分析を統合する視点の探求を行
った。(3)さらに、総合的なテレビ映像文化の歴史的・社会的意味を探求した。
　共同研究としては、個別の問題関心に基づき、①テレビ映像文化の歴史的変容過程の分析、②テレビ映像文化の歴史
的意味の探求を行った。成果発信として、学術シンポジウムの共同開催を行い、報告書３冊を刊行した。

研究成果の概要（英文）：This project regards various archives on television cultures as basic research 
materials. It was presented for the purpose of establishing a research viewpoint to unify not only 
television contents studies but also television CM analyses. As result, (1) archives reflected total 
compatibility of television cultures were constructed. Assuming those basic materials, (2) we inquired 
into the viewpoint to integrate television contents studies with television CM analyses. Furthermore, (3) 
we inquired into the historic and social significance of the television cultures.
As a collaborative project, each of members based on individual research interests, developed into the 
historic meaning and transformation process of television cultures. We participated in some international 
symposiums and co-hosted academic symposiums. Also, we published three project reports.

研究分野： 映像社会学
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１．研究開始当初の背景 

 私たちをとりまくテレビメディア環境は、
20 世紀後半から現在に至るまで、社会や日常
生活に圧倒的な影響を及ぼしてきた。テレビ
番組・テレビＣＭ・映画・ラジオ番組などは、
それぞれの時代に人びとが経験した出来事
の記録であり、社会の集合的記憶を形成し想
起させる文化的・社会的資源と捉えられる。
映画 100 年、ラジオ 80 年、テレビ 50年のそ
れぞれの歴史を研究するための基礎資料ア
ーカイブを作り上げることは、文化的・社会
的資源の形成という重要な性格を持ってお
り、21 世紀のデジタル化時代に入り、世界各
国で競い合うように推進されている。 

 この数年、番組アーカイブを用いたテレビ
研究は大きな転換期を迎えている。2009 年か
ら、ＮＨＫアーカイブスが「トライアル研究
提案」の一般公募を開始し、採択研究者限定
ではあるものの、それまで局内資料に留まっ
ていた番組データを利用した研究が可能と
なった。2011 年には、国立情報学研究所が、
実験システムとして構築しているテレビ放
送の映像アーカイブシステムを利用し、東日
本大震災の社会的影響を学術的な観点から
分析する研究の募集を開始した。このように、
テレビ番組アーカイブを用いた研究は、急速
に推進されつつある。 

 一方、テレビＣＭに関するアーカイブ研究
では、国際日本文化研究センター共同研究
「コマーシャル映像に見る物質文化と情報
文化（2004-2006 年度）」、京都精華大学「テ
レビＣＭ研究プロジェクト」（2007 年度〜継
続中）等が展開されてきており、改めて映
像・音声データそのものを基礎資料として用
いたテレビＣＭ研究に注目が集まっている。 

 テレビメディアの成り立ちを考えるなら
ば、公共放送（ＮＨＫ）のみならず、スポン
サーシップによって成立している民間放送
の研究はきわめて重要である。しかし、民間
放送アーカイブとテレビＣＭアーカイブの
連携は、もっとも立ち後れている分野と言わ
ざるを得ない。従来別個に展開されてきたテ
レビ番組研究とテレビＣＭ研究の連携・融合
こそ不可欠であり、本研究はテレビ番組とテ
レビＣＭを統合し探求する初のアーカイブ
研究として企画立案された。 

２．研究の目的 

 本研究は、放送文化に関する各種アーカイ
ブズを基礎資料と捉え、テレビ番組のみなら
ずテレビＣＭ分析をも統合する研究視点を
確立することを目的とする。放送初期から
1970〜80 年代までを中心に、現在に至るまで
の各地のテレビ番組アーカイブ、テレビＣＭ
アーカイブをネットワーク化し、さまざまな

個別主題において分析し考察を進めていく。
従来のテレビ研究、テレビＣＭ研究は、資料
上の制約から制作者側に偏った研究が主で
あったが、近年のアーカイブズの充実により、
テレビ番組・テレビＣＭを、放送当時の文脈
においてオーディエンスの視点から統合的
に考えていくことが可能となった。本研究に
おいて構築されるテレビ文化アーカイブズ
は、従来のテレビ文化研究を大きく発展させ
る決定的な契機となるであろう。 

 具体的には、次の４つを目的とする。(1)
テレビ文化の総合性を反映したアーカイブ
ズの構築、(2)テレビ番組研究とＣＭ分析を
統合する視点の探求、(3)総合的なテレビ映
像文化の歴史的・社会的意味の探求、(4)国
際的に発信可能なテレビ文化アーカイブズ
への提言。 

３．研究の方法 

 本研究計画は次の５つのステップで構成
する。(1)テレビ番組･ＣＭアーカイブズの検
証と系統的拡充･整備、(2)テレビ番組研究と
ＣＭ分析を統合する視点の探求、(3)総合的
なテレビ映像文化の歴史的・社会的意味の探
求、(4)国際的に発信可能なテレビ文化アー
カイブズへの提言、(5)研究成果の公開と社
会的共有である。 

 それぞれのステップにおいて収集された
資料や作成資料（データ）については、最終
的にデータベースに統合し、研究者・研究機
関等とのネットワークを構築・拡大し、斯界
研究者や教育現場での活用に資することを
目指す。また、今後こうしたアーカイブズの
拡充ならびに個別構築を念頭に、活用しやす
い公的な映像アーカイブズとネットワーク
デザインの提言を行っていく。 

４．研究成果 

 初年度から２年度は、研究計画の５つのス
テップのうち、(1)(2)のステップで共同研究
を推進した。 

(1)テレビ番組・テレビＣＭアーカイブズの
検証と系統的拡充・整備 ①既存の番組アー
カイブズの検証、②テレビ番組の言語化作業
（検索タグの構築）、③既存のＣＭアーカイ
ブズの検証、④テレビＣＭ言語化作業（検索
タグの構築）。 

 具体的には、大阪市立大学石田佐恵子研究
室の番組アーカイブス、他大学・他機関の番
組アーカイブスの比較研究、③京都精華大学
ＣＭデータベースの検証と追加作業、大阪市
立大学萬年社調査研究プロジェクトＣＭデ
ータベースの検証と追加作業を行った。 



(2)テレビ番組研究とＣＭ分析を統合する視
点の探求─分析手法の確立 ①テレビ番組
分析・ＣＭ分析のための方法の再検討、②番
組アーカイブズ・ＣＭアーカイブズからの資
料選定、③関連情報の渉猟と整理、④テレビ
番組分析とＣＭ分析を統合する視点の探求。 

 ３年度は、ステップ(1)および(2)の継続に
加えて、ステップ(3)総合的なテレビ映像文
化の歴史的・社会的意味の探求を中心的に進
めた。①テレビ映像文化の歴史的変 容過程
の分析、②テレビ映像文化の歴史的意味の
探求、と、順を追って研究を進めていった。 

 さらに、最終年度は、(3)(4)(5)のステッ
プを中心的に進めた。研究成果の公開と社
会的共有を目指し、国際シンポジウムへの
参加や、学術シンポジウムの共同開催、ア
ーカイブ構築のさらなる推進を行った。ま
た、成果出版物として、報告書３冊を刊行
した。 
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